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平
成
25
年
度 

第
３
回

 
西
方
町
地
域
協
議
会

�

平
成
25
年
７
月
24
日
㈬

◇
議
事
◇

【
意
見
聴
取
事
項
】

　
①�

栃
木
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
地
域
別
構
想
（
案
）
に
つ
い
て

　
②�

栃
木
市
景
観
計
画
に
係
る
良
好
な
景

観
形
成
の
た
め
の
行
為
の
制
限
と
景

観
重
要
建
造
物
及
び
景
観
重
要
樹
木

の
指
定
の
方
針
に
つ
い
て

◇
協
議
事
項
◇

　
①�

意
見
書
に
つ
い
て

栃
木
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

地
域
別
構
想
（
案
）
に
つ
い
て

 

【
都
市
計
画
課
】

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都
市

計
画
法
第
18
条
の
２
で
「
市
町
村
の
都
市

計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
合
併
し
た
栃
木
市
の
新
た
な
都
市
づ

く
り
の
将
来
像
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
の
指
針
を
示

し
、
栃
木
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る

整
備
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
を

し
ま
す
。

《
地
域
別
構
想

 
（
西
方
地
域
の
検
討
案
）》

［
西
方
地
域
概
要
］

【
地
域
の
現
状
】

○�

豊
か
な
自
然
環
境
と
歴
史
・
文
化
資
源

に
恵
ま
れ
た
中
山
間

地
域
と
田
園
地
域

○�

地
域
の
基
幹
産
業
と

し
て
盛
ん
な
農
業

○�

産
業
振
興
と
地
域
の

活
性
化
に
寄
与
す
る

「
道
の
駅
に
し
か
た
」

○�

自
然
環
境
と
調
和
す

る
産
業
拠
点
と
し
て

の
「
宇
都
宮
西
中
核

工
業
団
地
」

【
地
域
づ
く
り
の
課
題
】

○�

地
域
活
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
若
年
層

の
流
出
の
抑
制

○�

東
武
金
崎
駅
周
辺
の
地
域
拠
点
と
し
て

の
都
市
機
能
の
不
足

○�

に
ぎ
わ
い
活
力
創
出
に
寄
与
す
る
交
流

基
盤
の
整
備
、
交
流
機
会
の
拡
充

○�

地
域
間
競
争
に
負
け
な
い
産
業
振
興

【
地
域
の
将
来
像
】

　
美
し
く
豊
か
な
自
然
・
田
園
の
も
と
、

多
様
な
交
流
と
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り

【
地
域
づ
く
り
の
概
念
図
】

【
地
域
づ
く
り
の
目
標
】

　
①�

地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
拠
点
形
成

に
よ
る
魅
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
地

域
づ
く
り

　
②�

産
業
基
盤
の
充
実
と
地
域
の
特
色
あ

る
産
業
展
開
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り

　
③�

自
然
、
歴
史
、
文
化
等
の
地
域
資
源

を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

　
④�

安
心
・
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り

【
地
域
づ
く
り
の
基
本
方
針
】

　
①�

東
武
金
崎
駅
周
辺
の
地
域
拠
点
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

　
②�

都
市
施
設
の
計
画
的
整
備
と
「
農
」

を
活
か
し
た
新
た
な
産
業
振
興
を
図

り
ま
す
。

　
③�

自
然
、
歴
史
、
文
化
等
を
活
か
し
た

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
④�

防
災
及
び
生
活
関
連
施
設
の
機
能
強

化
に
よ
る
安
全
・
快
適
な
生
活
環
境

を
確
保
し
ま
す
。

【
協
議
会
か
ら
の
意
見
】

　
照
会
の
と
お
り

了
承
す
る
。

第10号	 西方町地域協議会だより 	 2



平
成
25
年
度 

第
４
回

 
西
方
町
地
域
協
議
会

�

平
成
25
年
８
月
28
日
㈬

◇
協
議
事
項
◇

　
①
意
見
書
に
つ
い
て

意
見
書
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、
西
方
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
調
査
研
究
等
を
行
う

「
西
方
町
地
域
協
議
会
研
究
会
」
の
各
部

会
で
議
論
を
重
ね
た
各
意
見
に
つ
い
て
、

協
議
会
で
最
終
確
認
し
、
市
へ
提
出
す
る

こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

都
賀
西
方
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
へ

の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
早
期
実
現
に
向
け
た
誘
致
活
動

の
推
進
に
つ
い
て

　
栃
木
県
に
お
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整

備
の
候
補
地
と
し

て
、
東
北
自
動
車

道
の
矢
板
北
Ｐ
Ａ

周
辺
地
区
、
大
谷

Ｐ
Ａ
周
辺
地
区
、

都
賀
西
方
Ｐ
Ａ
と

北
関
東
自
動
車
道

の
壬
生
Ｐ
Ａ
の
４
ヵ
所
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
都
賀
西
方
Ｐ
Ａ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
道
２
９
３
号
に
接
し
、

県
道
栃
木
粟
野
線
か
ら
至
近
距
離
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
、
国
県
道
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
が
容
易
に
な
り
、
都
賀
・
西
方
地
域
の

交
通
の
利
便
性
に
よ
り
、
宇
都
宮
西
中
核

工
業
団
地
の
企
業
誘
致
の
推
進
な
ど
、
地

域
の
産
業
及
び
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
市
に
お
い
て
は
、
栃

木
市
総
合
計
画
の
中

で
地
域
重
点
事
項
と

し
て
、
都
賀
西
方

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
へ
の
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
誘
致
の
推
進

が
位
置
づ
け
さ
れ
、�

国
へ
の
要
望
や
整

備
計
画
（
案
）
の
検

討
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
国
に
お
い
て
は
、
諸
般
の
状

況
か
ら
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整

備
計
画
の
縮
小
な
ど
の
見
直
し
を
進
め
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
期
に
整

備
計
画
を
作
成
し
、
都
賀
西
方
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
早
期
実
現
に
向
け
た
誘
致
活
動
の

推
進
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

② 

学
童
保
育
施
設
の
環
境
改
善
に
つ

い
て

　
西
方
小
学
校
地

区
及
び
真
名
子
小

学
校
地
区
の
学
童

保
育
施
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
社
会
福
祉
協

議
会
の
施
設
に
併

設
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
元
々
学
童
保
育
施
設
と
し
て
設
置

し
た
も
の
で
は
な
く
、
既
存
の
施
設
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
も
の
で
、
両
施

設
と
も
各
学
校
か
ら
徒
歩
で
10
分
～
15
分

の
距
離
に
あ
り
、
移
動
中
の
事
故
等
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
西
方
小
学
校
地
区
の
学
童
保
育

施
設
に
つ
い
て
は
築
後
43
年
、
真
名
子
小

学
校
地
区
の
学
童
保
育
施
設
に
つ
い
て
は

築
後
33
年
と
老
朽
化

し
た
建
物
で
、

耐
震
性
な
ど
の

安
全
面
で
も
心

配
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
児
童
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
両
地
区
の
学
童
保

育
施
設
に
つ
い
て
、
小
学
校
施
設
の
利
用

ま
た
は
小
学
校
敷
地
内
へ
の
設
置
を
要
望

い
た
し
ま
す
。

市
に
意
見
書
を
提
出

　

８
月
31
日
（
土
）、
都
賀
公
民
館

に
お
い
て
、『
平
成
25
年
度
栃
木
市

地
域
自
治
交
流
会
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
各
地
域
の
地
域
協

議
会
委
員
等
の
意
見
交
換
の
ほ
か
、

市
へ
の
意
見
書
の
提
出
も
行
わ
れ
、

大
平
、
藤
岡
、
都
賀
、
西
方
の
各
地

域
協
議
会
長
と
、
栃
木
地
域
ま
ち
づ

く
り
検
討
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
鈴
木
市
長
へ
意
見
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
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お	

知	

ら	

せ	

○ 

今
後
の
地
域
協
議
会
開
催
予
定

【
日
時
】

　
第
５
回
　
平
成
25
年
９
月
25
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

　
第
６
回
　
平
成
25
年
10
月
23
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

　
第
７
回
　
平
成
25
年
11
月
27
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

　
第
８
回
　
平
成
25
年
12
月
25
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

【
場
所
】
西
方
公
民
館
２
階
大
会
議
室

※�

会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
開
始
時
刻
ま
で
に
会
場
へ
お
越

し
下
さ
い
。
な
お
、
会
議
は
内
容
に
よ

り
非
公
開
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

　

７
月
11
日
、
12
日
、
17

日
の
三
日
間
、
西
方
地
内

の
各
所
で
、
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

延
べ
１
２
０
人
以
上
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
今
回

の
懇
談
会
は
、
市
長
か
ら

の
市
政
報
告
を
は
じ
め
、

自
治
会
か
ら
の
意
見
・
要

望
に
対
す
る
回
答
、
そ
し

て
、
市
長
と
の
懇
談
と
、

有
意
義
な
意
見
交
換
の
場

に
な
り
ま
し
た
。

救
命
講
習
会

　

８
月
18
日
（
日
）、
25
日

（
日
）
の
二
日
間
、
西
方
総
合

文
化
体
育
館
に
お
い
て
、
栃
木

市
消
防
団
西
方
方
面
隊
の
団
員

を
対
象
と
し
た
救
命
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
栃
木
消
防

署
員
の
指
導
の
も
と
、
災
害
現

場
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
応

急
手
当
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
を
使
っ
て
の

心
肺
蘇
生
法
等
の
救
急
救
命
技

術
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た

団
員
は
皆
、
有
事
に
備
え
熱
心

に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

自
治
会
連
合
会
視
察
研
修

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
７
月

２
日
（
火
）、
西
方
地
域

自
治
会
連
合
会
主
催
で
自

治
会
長
の
視
察
研
修
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
茨
城
県
笠
間

市
に
あ
る
、
宿
泊
施
設
付

き
市
民
農
園
『
笠
間
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
』
の
視
察

の
ほ
か
、
出
雲
大
社
常
陸

や
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
つ
く
ば
宇

宙
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、

充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

　

８
月
６
日
（
火
）、
栃
木
市
社

会
福
祉
協
議
会
西
方
支
所
主
催

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
を

対
象
に
し
た
こ
の
ス
ク
ー
ル
で

は
、
難
病
の
子
ど
も
達
の
夢
を

叶
え
る
手
助
け
を
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
メ
イ
ク
・

ア
・
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
オ
ブ
ジ
ャ
パ

ン
」
か
ら
講
師
を
招
き
、
使
用

済
み
切
手
等
の
収
集
が
、
ど
の

よ
う
な
活
動
へ
つ
な
が
る
の
か

等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地　域　の　話　題
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